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　今回は、６月２１日に開催された第３９回幹事会の概要について御報告いたします。

◎第３９回（６月２１日（木）１４：００～１６：２０）

１　非公開審議事項について審議が行われました。
  (1)  委員会関係として
　　　機能別委員会及び分野別委員会運営要綱の改正（３分科会、３小委員会）
　　及び委員の決定（１委員会、１７分科会、２小委員会）が承認されました。
　　　今回、設置が承認された分科会等名は次のとおりです。
　　　・国際委員会持続可能な社会のための科学と技術に関する
　　　　国際会議２００８分科会
　　　・社会学委員会社会政策分科会
　　　・環境学委員会・地球惑星科学委員会合同ＩＧＢＰ・ＷＣＲＰ
　　　　合同分科会ＣｌiＣ小委員会
　　　・総合工学委員会持続可能なグローバル資源利活用に係る検討分科会
　　　　資源基礎調査小委員会
　　　また、第三部関連の分野別委員会分科会の設置期間の延長、子どもを
　　元気にする環境づくり戦略・政策検討委員会の設置期間・委員の任期の
　　延長が承認されました。

  (2) 連携会員の辞職の申出が承認されました。

  (3) 要望「これからの教師の科学的教養と教員養成の在り方について」
　　について科学的教養と教員養成に関する検討委員会の佐藤副委員長から
　　説明があり、審議の結果、承認されました。

  (4) 年次報告書及び外部評価作成の進め方について、鈴村副会長から説明
　　があり、了承されました。

２　前回議事要旨の確認が行われました。

３　前回幹事会以降の諸報告が行われました。
    特に、「第７回アジア学術会議」（平成１９年６月１４日～１６日開催）
　　について土居副会長から報告がありました。この会議では金澤会長から
　　Energy and EnvironmentとThe Future of the SCA の２つの共同声明を
　　提案し、採択されました。

４　審議事項について、審議が行われました。
  (1) 対外報告「医師の偏在問題の根底にあるもの　提言：量から質の医療
　　への転換による克服」について臨床医学委員会の本田委員長から説明が
　　あり、審議の結果、承認されました。 

  (2) 対外報告「学協会の機能強化のために」について科学者委員会学協会
　　の機能強化方策検討等分科会の河野副委員長から説明があり、審議の結
　　果、所要の修正を加えた上、承認されました。 
　
  (3) 対外報告「第二報告：新しい太陽系像について　及び　第三報告：
　　冥王星型天体及び準惑星について」について、物理学委員会ＩＡＵ分科
　　会、同委員会天文学・宇宙物理学分科会の海部委員長から説明があり、
　　審議の結果、「第三報告」はＩＡＵへの提案であることから対外報告と
　　せず物理学委員会で検討することとするとともに、「第二報告」のタイ
　　トルにサブタイトルを加えることで、承認されました。

  (4) 課題別委員会として「水・食糧と持続持続可能な社会委員会」の設置
　　が承認されました。
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  (5) 日本学術会議協力学術研究団体の指定及び学術刊行物の審査について
　　浅島副会長から説明があり、審議の結果、承認されました。

  (6) 平成１９年度代表派遣（６～９月分）の変更について承認されました。
　
  (7) 日本学術会議主催公開講演会・シンポジム、国内会議の後援について
　　提案どおり承認されました。
　　　承認されましたシンポジウムなどの詳細は、日本学術会議ホームペー
　　ジの下記のアドレスを御覧いただき、是非多数の方に御参加いただきます
　　ようお願いいたします。
 　　  ( http://www.scj.go.jp/ja/event/index.html )

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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